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5J9.ハンドボール選手における灘鶴節の諜動学的研
究
o花街j 美智子l、白木仁三、ド姥仁:1戸、向井
夜樹之、久野議{怠:i、衣笠竜太¥;守j (義之e筑波大学 体管研究科、:~筑波大学 体育科学系、
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i緒設}役動作が主体のハンドボ…ルにおいて，病関
節は損傷の発生しやすいき1伎のゆ一つである.J誌の織協
をまHutiする.J二で， J:J露骨と綴lp，1rl'の機能迷係をみる!夜
中上競リズムとf高時IJ:.腕関節の安定性をみるゼロポジ
ションの2つの要素は議療である. しかし1'p1号1J:.f完リ
ズムやゼ口ポジションを検討した先行妨究は， 崎支人
を対象にしたものがほとんどで，投動作;主体の競技選
手を対象にした研究は緩めて少ない.そこで本研究で
はハンドポ…ル選手を対象に，丘{立と限、f立においてゼ
ロポジションをiWJ;乏し， tご義{立からゼロポジションに
去るまでの上腕骨と終甲骨の機総連係を後;討するとと
もに.設!学JWえと!諮らし合わせ，損傷との鈎jaf't生につ
いて検討した. (方法}対象は続;こi筑後涯を持つハン
ドボール選手9名とした.x線は]ごま長佼.ゼロポジショ
ンにて立役と混入{立で.1E[訴後と斜f立後を 1fí~彩した. レン
トゲンf写真よりゼロポジション角度，各姿勢における
glenohumera! angle， scapulothoracic angl山下張{立よ
りゼロポジションにきさるまでの上競骨浅動角度，綴申
告・運動角度を算出した. またI 1五郎から斜佼へ移動す
る僚の体幹回転角度を算出した.潔:学所Je.1まインピン
ジメント徴{札抵抗テスト，不安定テストにより詳録
した. {結果及び考察:ゼロポジション角度，ゼロポ
ジションでのとicapulothoracicangleにおし、て弘伎とj/.
伎の郊に有議;援は認められなかった.しかしゼロポジ
ションでのglenohumeralangle.において形、伎は立が:に
ょとして有意に潟い鐙を示した. またゼロポジションに
~るまでの綴甲骨運動角度において， jZi立は詩人伎に比
して有意に潟い儀を示した.滋学i冴えとj認の機能との
関連においては.線下務抵抗テスト陽'1笠の者i主将rpi号
運動角度垂体幹信}転角度において会箆ゴド科部腕で潟い
{擦を訴し，利き艇の}討中背の動さに詰IH誌が;もられた‘
Sulcus signl場性の者は立佼・ゼロポジションi時のゼ
ロボジシ gン角度， J:.競合運動角度において全員非利
き腕で潟い鐙を示し，科き続の l~.腕骨の動きに最111壌が
見られた. Neer Test総牲の者は立役・ゼロポジショ
ン時iこ縛rfJJ:腕j礎慾，線中総務関節の動きに…う乏の係.
向が認められなかヴた. [まとめ1L.il:位，認人{立の絞
{立の迷いにより， . t腕外転時の上!範学}二潟LfJ-詩・の逆説}
に義認が認められた.2.車中;下筋抵抗テストド致問:の認は
niY[ fp骨の動きに制限が見られた. 3.Suicus signr~i伎
の符は立佼・ゼロポジション i待の上級1~'・の運.動，持 Fド
上線開鎮の運動の低下が総められた.
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